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一
九
六
四
年
に
金
属
部
品
加
工
業
と
し
て
岡
谷
市
に

創
業
し
た
当
社
は
、
八
二
年
に
開
発
設
計
部
門
、
八
五

年
に
シ
ス
テ
ム
制
御
部
門
を
新
設
し
専
用
機
械
・
装
置

を
扱
う
「
専
用
機
メ
ー
カ
ー
」
へ
と
転
身
し
て
い
く
。

諏
訪
地
域
か
ら
世
界
市
場
に
輸
出
さ
れ
た
腕
時
計
、
カ

メ
ラ
等
の
自
動
組
立
装
置
を
は
じ
め
省
力
化
・
自
動
化

を
進
め
る
た
め
の
各
種
生
産
設
備
を
供
給
し
て
き
た
。

さ
ら
に
、
半
導
体
・
電
子
部
品
の
組
立
・
検
査
装
置
、

Ｆ
Ａ
（Factory 

Automation

）
専
用
機
な
ど
に

展
開
し
、
国
際
中
堅
企
業
へ
と
成
長
し
て
い
る
。

　
当
社
の
成
長
を
導
い
た
優
位
性
は
、
微
細
部
品
の
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
技
術
、
画
像
処
理
・
各
種
セ
ン
サ
ー
・
カ

ム
機
構
を
組
み
合
わ
せ
た
組
立
・
検
査
技
術
と
一
品
生

産
の
多
様
な
製
品
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
対
応
で
き
る
開

発
・
設
計
・
製
造
一
貫
生
産
能
力
に
あ
る
。

　
　
専
用
機
メ
ー
カ
ー
の
国
際
経
営
の
拡
張 

〜 

マ
ル
ゴ
工
業 

〜

（22）

「
国
際
中
堅
企
業
」
の
登
場

　
　
　
海
外
事
業
へ
の
取
り
組
み

　
最
初
の
対
外
直
接
投
資
は
二
〇
〇
〇
年
の
機
械
加
工

工
場
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
進
出
で
あ
る
。
続
い
て
〇
一
年

に
装
置
の
設
計
・
製
造
を
行
う
合
弁
企
業
を
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
設
立
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
業
所
で
は
、
現
地

の
日
系
企
業
か
ら
の
受
注
を
狙
っ
た
が
市
場
が
小
さ

く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
事
業
所
で
は
、
日
本
人
技
術
指
導
者

が
常
駐
し
な
い
と
技
術
水
準
が
維
持
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
〇
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
売
却
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
進
出
は
、
将
来
の
中
国
へ
の
進
出

を
見
据
え
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
な
海
外
事
業
展
開
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。

　
〇
三
年
に
生
産
設
備
の
設
計
・
製
造
を
行
う
独
資
企

業
を
中
国
・
無
錫
市
に
設
立
し
た
。
上
海
、
無
錫
、
蘇

州
、
杭
州
な
ど
の
「
拡
大
上
海
圏
」
に
は
、
日
系
ア
ッ

セ
ン
ブ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
世
界
の
大
手
製
品

メ
ー
カ
ー
が
集
中
し
て
お
り
、
専
用
機
市
場
が
拡
大
す

る
と
み
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
の
組
立
工
場
で
は
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
生
産
量
が
拡
大
し
製
品
シ
リ
ー
ズ

が
多
様
化
・
高
度
化
し
て
い
く
。
労
働
集
約
的
な
組
立

工
程
に
人
手
で
は
扱
え
な
い
微
細
な
部
品
や
、
よ
り
完

璧
な
品
質
維
持
を
求
め
る
組
立
・
検
査
工
程
が
発
生
す

る
。
「
拡
大
上
海
圏
」
の
人
件
費
の
上
昇
も
あ
い
ま
っ

て
加
工
・
組
立
・
検
査
の
省
力
化
・
自
動
化
が
必
要
と

さ
れ
、
そ
う
し
た
要
求
に
対
応
す
る
た
め
の
無
錫
進
出

で
あ
っ
た
。

　
無
錫
事
業
所
は
二
〇
名
（
う
ち
日
本
人
三
名
）
で
ス

タ
ー
ト
し
、
〇
八
年
に
は
六
〇
名
（
日
本
人
一
名
）
に

拡
大
、
各
種
専
用
機
の
設
計
・
製
作
を
受
注
し
て
い

る
。
現
地
法
人
の
購
買
担
当
者
は
中
国
人
で
あ
る
場
合

が
多
い
の
で
、
当
社
の
営
業
担
当
者
も
中
国
人
で
あ

る
。
現
在
、「
拡
大
上
海
圏
」
に
は
顧
客
ニ
ー
ズ
に
迅

速
に
対
応
し
一
品
受
注
型
の
専
用
機
を
設
計
か
ら
一
貫

生
産
で
き
る
メ
ー
カ
ー
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
系
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
注
は
堅
調

で
あ
り
、
操
業
初
年
度
か
ら
黒
字
を
計
上
で
き
た
。

　
日
系
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
は
必
要
な
各
種
生

産
設
備
を
日
本
事
業
所
で
使
用
し
て
い
た
も
の
、
あ
る

い
は
日
本
で
新
規
発
注
し
製
作
し
た
も
の
を
現
地
事
業

所
に
持
ち
込
む
。
製
品
シ
リ
ー
ズ
が
多
様
化
し
生
産
量

が
増
加
す
る
と
、
追
加
の
生
産
設
備
が
必
要
と
な
る
。

追
加
設
備
の
導
入
あ
る
い
は
既
存
設
備
の
改
良
は
現
地

調
達
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
お
り
、
当
社
は
そ
う
し
た

要
求
を
受
け
止
め
て
い
る
。

　
欧
米
系
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
発
注
も
入
り
、
売
上
高
の

約
五
％
を
占
め
て
い
る
。
中
国
ロ
ー
カ
ル
メ
ー
カ
ー
か

ら
も
引
き
合
い
は
あ
る
が
、
発
注
単
価
が
安
く
支
払
い

に
不
安
が
あ
る
の
で
日
系
メ
ー
カ
ー
を
主
要
顧
客
と
し

て
い
る
。
ロ
ー
カ
ル
企
業
と
の
取
引
は
機
械
加
工
の
一

部
を
外
注
す
る
に
留
ま
る
。

　
無
錫
進
出
に
よ
る
本
社
へ
の
波
及
効
果

　
進
出
当
初
の
狙
い
は
「
拡
大
上
海
圏
」
に
集
積
し
て

い
る
日
系
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
の
専
用
機
需
要

を
開
拓
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
無
錫
進
出
の

効
果
は
充
分
に
上
が
っ
て
お
り
、
黒
字
幅
は
日
本
本
社

事
業
所
を
上
回
っ
て
い
る
と
す
る
。

　
さ
ら
に
、
本
社
事
業
所
に
重
要
な
波
及
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
第
一
に
、
中
国
市
場
で
の
営
業
、
受

注
、
納
品
の
実
績
が
日
本
で
の
新
規
顧
客
開
拓
に
繋
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が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
社
の
国
内
取
引
先
は
少

な
く
は
な
い
が
、
取
引
実
績
の
な
い
大
手
メ
ー
カ
ー
も

多
い
。
日
本
国
内
に
は
優
秀
な
専
用
機
メ
ー
カ
ー
が
ひ

し
め
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
先
を
固
め
て
い
る

こ
と
か
ら
新
規
参
入
は
難
し
い
。

　
し
か
し
、
中
国
に
は
設
計
・
製
作
の
一
貫
生
産
が
可

能
な
日
系
専
用
機
メ
ー
カ
ー
の
進
出
は
限
ら
れ
て
お
り
、

日
本
で
は
取
引
を
開
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
日
系

メ
ー
カ
ー
か
ら
受
注
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
国
で
の

受
注
・
納
品
実
績
に
よ
っ
て
、
本
社
購
買
部
門
や
生
産

技
術
部
門
に
当
社
の
技
術
水
準
や
生
産
能
力
が
知
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
中
国
の
現
地
事
業
所
で
は

発
注
権
限
の
及
ば
な
い
重
要
な
生
産
設
備
に
つ
い
て
、

顧
客
の
日
本
本
社
か
ら
当
社
の
本
社
事
業
所
に
引
き
合

い
が
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
新
た
な
商
流
が
生
ま
れ
た
。

　
例
え
ば
、
日
本
国
内
で
は
営
業
の
契
機
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
欧
米
の
多
国
籍
企
業
の
日
本
法
人
か
ら
の
発
注

が
成
約
し
た
。
当
社
の
培
っ
て
き
た
専
用
機
メ
ー
カ
ー

と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド

が
中
国
市
場
を
媒
介
と
し
て

ユ
ー
ザ
ー
に
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
中
国
の
日
系
メ
ー
カ
ー
か
ら
受
注
し
た
生

産
設
備
に
は
、
無
錫
事
業
所
の
技
術
者
で
は
未
だ
対
応

が
難
し
い
も
の
も
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
日
本
本
社

は
無
錫
事
業
所
か
ら
「
技
術
指
導
」
を
受
注
し
技
術
者

を
派
遣
し
「
技
術
指
導
料
」
を
受
取
る
と
い
う
企
業
内

サ
ー
ビ
ス
貿
易
が
発
生
し
て
い
る
。

　
当
社
の
企
業
グ
ル
ー
プ
内
で
は
、
売
上
の

マ
ッ
チ

ポ
ン
プ

の
状
況
だ
が
、
日
本
本
社
が
「
技
術
を
販
売

す
る
」
と
い
う
か
た
ち
で
中
国
の
需
要
を
諏
訪
地
域
に

引
き
込
ん
で
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
企
業
グ
ル
ー

プ
の
内
部
取
引
と
し
て
「
技
術
販
売
」
と
い
う
サ
ー
ビ

ス
貿
易
は
、
今
後
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
国
際
中
堅
企

業
の
経
営
戦
略
と
し
て
注
目
し
て
よ
い
。

　
第
三
の
効
果
と
し
て
、
日
本
本
社
事
業
所
の
社
員
の

国
際
的
な
視
野
が
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
諏

訪
地
域
の
本
社
の
中
で
“
ま
じ
め
に
一
生
懸
命
”
仕
事

に
向
か
う
環
境
に
い
た
社
員
は
、
自
分
の
取
り
組
ん
で

い
る
仕
事
が
国
際
的
に
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の

か
、
ほ
と
ん
ど
認
識
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
に

は
問
題
意
識
や
目
的
を
広
く
外
側
に
向
け
る
動
機
は
生

ま
れ
に
く
い
。

　
し
か
し
、
無
錫
事
業
所
の
社
員
が
本
社
に
技
術
研
修

な
ど
で
滞
在
す
る
こ
と
で
彼
ら
の
高
い
能
力
や
強
い
向

上
意
識
に
触
れ
る
、
自
ら
が
技
術
指
導
者
と
し
て
中
国

の
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
に
赴
き
指
導
す
る
、
顧
客
の
生

産
現
場
で
自
社
の
設
備
が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
観
る
、
な
ど
の
経
験
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
今

後
、
自
分
が
担
い
、
高
め
、
挑
戦
す
る
こ
と
は
何
か
を

自
覚
す
る
効
果
は
実
に
大
き
い
。

　
　
　
今
後
の
展
開

　
無
錫
事
業
所
は
、
現
在
、
高
新
技
術
産
業
開
発
区
の

標
準
工
場
を
賃
借
し
て
い
る
が
、
今
後
の
事
業
拡
大
を

見
据
え
て
自
社
工
場
の
建
設
を
検
討
し
て
い
る
。

　
本
社
事
業
所
で
は
、
海
外
進
出
当
時
の
従
業
員
数
と

変
わ
ら
ず
五
〇
名
を
維
持
し
て
い
る
。
今
後
の
本
社
の

役
割
は
、
専
用
機
の
開
発
・
設
計
・
製
造
の
「
技
術
者

集
団
」
と
し
て
「
技
術
保
証
力
」
を
高
め
て
い
く
と
と

も
に
「
人
材
（
技
術
者
）
育
成
機
能
」
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
無
錫
事
業
所
が
専
用
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
拡
大
、
高

度
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
中
国
人
技
術
者
の
育
成
が

不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
本
社
で
の
技
術
研

修
や
現
地
で
の
技
術
指
導
に
よ
り
、
さ
ら
に
技
術
移
転

を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
常
に
語
ら
れ
る

の
が
「
技
術
移
転
と
ジ
ョ
ブ
ホ
ッ
プ
」
の
問
題
で
あ

る
。
こ
の
点
、
当
社
の
取
り
組
み
を
巡
り
次
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
あ
る
程
度
の
技
術
を
身
に
付
け
た
技
術
者

が
一
人
、
二
人
で
独
立
創
業
し
て
も
、
優
位
性
を
備
え

た
専
用
機
メ
ー
カ
ー
に
成
長
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
メ
カ
ニ
ク
ス
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
は
じ
め
深

い
専
門
技
術
を
持
つ
「
技
術
者
集
団
」
が
形
成
さ
れ
な

け
れ
ば
優
れ
た
専
用
機
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中

国
に
「
技
術
者
集
団
」
を
作
ろ
う
と
す
る
当
社
か
ら
技

術
者
が
離
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
小
さ
い
。

　
第
二
に
、
高
給
を
提
示
さ
れ
他
の
専
用
機
メ
ー
カ
ー

に
転
職
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
社
が
設

備
・
装
置
の
「
信
頼
性
」
と
い
う
優
位
性
を
維
持
し
て

い
る
か
ぎ
り
他
社
と
の
競
争
を
制
す
る
。
社
員
は
短
期

的
な
待
遇
は
長
続
き
し
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
本
社
研
修
を
し
た
人
材
で
転
職
し
た
者
は

い
な
い
。
当
社
の
将
来
性
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
当
社
が
中
国
の
専
用
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
優

位
性
を
高
め
て
い
く
な
か
で
「
技
術
移
転
と
ジ
ョ
ブ

ホ
ッ
プ
」
の
問
題
は
回
避
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
当
社
は
「
需
要
が
海
外
に
あ
る
」
か
ら
中
国
進
出
を

行
っ
た
と
す
る
。
対
外
直
接
投
資
に
よ
り
自
社
の
持
つ

優
位
性
を
海
外
で
「
市
場
化
」
し
、
①
海
外
事
業
所
の

事
業
拡
大
、
②
本
社
事
業
所
の
新
規
顧
客
の
獲
得
、
③

本
社
社
員
の
意
識
拡
張
と
い
っ
た
効
果
を
引
き
寄
せ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
に
し
ざ
わ
ま
さ
き
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）
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